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【 目 的 】 ド ナ ー に 多 数 の 卵 胞 を 発 育 さ せ る た め の 過

剰 排 卵 処 理 方 法 は F S H を 漸 減 投 与 す る 方 法 が 一 般 的 だ

が 、 複 数 回 ホ ル モ ン 剤 を 投 与 す る た め 、 作 業 者 の 負 担

や ミ ス が 発 生 し 易 く 、 ア ニ マ ル ウ ェ ル フ ェ ア の 観 点 か

ら も 牛 の ス ト レ ス を 軽 減 す る 方 法 が 求 め ら れ て い る 。

そ の た め 、 現 行 法 よ り 簡 易 な 過 剰 排 卵 処 理 プ ロ グ ラ ム

を 作 成 。 【 方 法 】 過 剰 排 卵 処 理 プ ロ グ ラ ム は 当 所 現 行

法 （ F S H 8 回 投 与 ） を 対 照 区 、 試 験 区 は 対 照 区 の 後 半 4

回 の F S H 投 与 分 を ま と め て 前 半 4 回 目 の 投 与 タ イ ミ ン

グ に 併 せ て 投 与 す る 方 法 。 調 査 項 目 は 卵 胞 動 態 お よ び

採 卵 成 績 に つ い て 泌 乳 牛 と 乾 乳 牛 を 調 査 。 【 結 果 と 考

察 】泌 乳 牛 で は 試 験 区 で 採 卵 総 数 ・ 変 性 胚 数 が 少 な く 、

正 常 胚 （ 移 植 可 能 胚 ） は ほ ぼ 同 数 。 今 回 作 成 し た 過 剰

排 卵 処 理 プ ロ グ ラ ム は 移 植 可 能 胚 数 を 維 持 し な が ら 、

作 業 者 の 負 担 や ミ ス 、 牛 の ス ト レ ス も 軽 減 す る こ と が

で き る も の と 思 わ れ た 。 今 後 、 さ ら に 簡 易 な 過 剰 排 卵

処 理 プ ロ グ ラ ム を 検 討 予 定 。  


